
Ⅱ　施策体系別主要事業
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Ａ１-１
歴史文化遺産を市民の誇りとして保存・継承し、有効
活用を図ります

Ａ１-２
歴史文化に対する市民意識を高め、その魅力を発信し
ます

Ａ１-３
地域の景観や自然などの個性を守り、みがき、活かし
ます

Ａ２-１ 観光資源を磨き、魅力あるコンテンツを創造します

Ａ２-２ 戦略的な魅力発信と誘致活動を推進します

Ａ２-３
交流のための都市機能を高め、安全安心・快適な滞在
環境づくりを推進します

Ａ２-４ 観光・ＭＩＣＥ関連産業を活性化します

Ａ３-１ 国際交流・国際理解の機会の充実を図ります

Ａ３-２ 外国人住民が暮らしやすい環境づくりを進めます

Ａ３-３ 留学先としての質の向上を図り、魅力を高めます

Ａ２
交流のための都市機能を高め、賑わ
いを創出し、観光まちづくりを進め
ます

Ａ３ 国際性を豊かにします

まちづくりの方針

Ａ
私たちは「独自の歴史・文化を活かし、多様な交流と満足を生み出すまち」をめ
ざします

基本施策 個別施策

Ａ１
地域の個性を守り、活かし、伝えま
す
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対　象

歴史文化遺産・景観・
自然が

事業年度

7

事業年度

7

【世界遺産室】

文化財保存整備事業費補助
金

○民間所有の指定文化財を後世に継承するため、国指定文化財、県指定文化財
及び市指定文化財の民間所有者が実施する保存整備事業を対象に、事業費の一
部について補助を行う。

【文化財課】

伝統的建造物群保存地区保
存整備事業費補助金

○伝統的建造物群保存地区を後世に継承するため、東山手・南山手伝統的建造
物群保存地区内の伝統的建造物及び環境物件の所有者等が実施する保存修理事
業などを対象に、事業費の一部について補助を行う。

【文化財課】

○文化財等について現状の記録保存を行うため、これまでに図化されていない
ものや図化が不十分なもの、劣化が著しいため緊急に現状の記録作成を行う必
要があるものなどについて、３Ｄレーザースキャナーにより計測する。

【文化財課】

○国指定重要文化財である旧長崎英国領事館は、本館・附属屋・職員住宅・煉
瓦塀等が経年等により劣化しており、構造補強等を含む半解体修理が必要であ
るため、保存修理工事及び防災・活用工事を実施する。
　・平成27～令和７年度：保存修理工事
　・令和３～７年度：防災・活用工事【文化財課】

文化財保存整備事業
国指定重要文化財旧オルト
住宅

○国指定重要文化財である旧オルト住宅は、前回の保存修理工事から約40年が
経過し、建物各所で経年劣化が進行している。また、令和元年度から２年度に
かけて実施した耐震診断により、部分的に耐震補強が必要であることが判明し
ているため、耐震補強を含む保存修理工事を実施する。
　・令和４～８年度：保存修理工事【文化財課】

○長崎郷土芸能大会の開催等を通じて、郷土芸能の保存・継承を図るため、市
内各地域の伝統ある優れた郷土芸能の保存・継承を目的として活動する「長崎
郷土芸能保存協議会」に対し補助金を交付する。【文化財課】

文化財等３Ｄ計測事業

世界遺産保存整備事業
端島炭坑

○「明治日本の産業革命遺産」の構成資産の一つである「端島炭坑」の生産施
設遺構及び居住施設遺構等を世界遺産及び国指定史跡として将来にわたり適切
に保存管理するため、平成30年度から30年間にわたり、遺構の優先度や劣化
状況等を勘案して決定した保存整備の優先順位に基づいて順次整備する。

取組方針 2 文化財の保存整備・活用

重点プロ
ジェクト

長崎郷土芸能保存協議会補
助金

主要事業名
【所管課】

事業概要

主要事業名
【所管課】

事業概要

文化財の指定等推進
○多様で多くの文化財を適切に保護するため、文化財の指定等を推進する。

【文化財課】

文化財保存整備事業
国指定重要文化財旧長崎英
国領事館

取組方針 1 文化財の指定等の推進

Ａ１ 地域の個性を守り、活かし、伝えます

2025年度にめざす姿

基本施策

Ａ１－１ 歴史文化遺産を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります

2025年度にめざす姿

対　象 意　図

歴史文化遺産が 適切に保存継承され、広く公開・活用が図られている。

個別施策

意　図

かけがえのない個性として、地域の中で大切に守られ、活かさ
れ、伝えられている。

重点プロ
ジェクト
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洋館活用手法等検討事業
○東山手・南山手地区に位置する市有洋館等10件について、官民連携による魅
力的な活用を行うために、令和6年度に行った導入可能性調査の結果を踏ま
え、事業手法も含めた各洋館の新しい活用方針（案）の決定及び公募条件の整
理等を行う。

経済再生

【文化財課】

【出島復元整備室】

出島史跡拡大事業
○出島の完全復元を目指した長期計画に基づき、国指定史跡の拡大及び公有化
を進める。
　・平成27年度　　：出島保存活用計画の策定及び史跡の拡大に関する方針
　　　　　　　　　　 決定
　・平成29年度　　：国指定史跡の一部拡大
　・平成30年度以降：都市計画変更及び史跡拡大検討

【出島復元整備室】

出島復元整備事業

○平成８年に策定した『史跡「出島和蘭商館跡』復元整備計画書」に基づい
て、19世紀初頭の出島の街並みを復元する。第Ⅳ期復元整備事業として、町人
部屋１棟の復元及び外構整備を行う。
　・令和４年度まで：事前準備
　・令和５年度　　：基本設計、再発掘調査
　・令和６年度　　：基本設計
　・令和７年度　　：実施設計、シンポジウム開催等
　・令和８年度　　：建造物復元工事
　・令和９年度　　：建造物復元工事
　・令和10年度　  ：建造物復元工事、報告書作成

世界遺産保存整備事業
「明治日本の産業革命遺
産」

○「明治日本の産業革命遺産」の構成資産の一つである「端島炭坑」の護岸遺
構の防護工事を実施することで護岸機能の向上を図り、史跡を保護する。
  ・令和６年度以降：端島炭坑護岸整備工事

【世界遺産室】

【出島復元整備室】

世界遺産保存整備事業補助
金
「長崎と天草地方の潜伏キ
リシタン関連遺産」

○世界遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産及び世界
遺産関連資産である重要文化的景観「長崎市外海の石積集落景観」の重要な構
成要素等を適切に保存管理するため、所有者等が実施する保存・整備事業に対
する補助を行う。

観光施設整備事業　出島
○出島内の既存建造物の経年劣化による傷み等が発生しているため、年次改修
計画を策定し、計画的かつ効率的に改修を行う。
　・令和元年度　　：年次改修計画策定、年次改修計画に基づく改修工事
　・令和２年度以降：年次改修計画に基づく改修工事

【出島復元整備室】

出島運営事業

○出島にまつわる企画展を開催する等、出島の歴史や価値、魅力を発信する。
時宜に応じたイベントを開催し、周知広報を図ることで、市民・観光客におけ
る認知、関心を高め来訪を促す。特に、令和７年度はながさきピース文化祭
2025に関連して、江戸時代の出島で行われていた演劇、スポーツ、音楽等に
ついて収蔵資料とともに紹介する企画展等を開催する。

遺構調査及び遺物整理事業

○出島の学術上の価値を後世に正しく継承するため、また、「特別史跡」及び
「重要文化財」の指定を目指し、出島の発掘調査の成果を総合的に分かりやす
く集約した総括報告書を作成する。
　・令和４年度：基礎的データ及び原稿の作成
　・令和５年度：遺構図編集、遺物図面作成
　・令和６年度：原稿作成、版下作成、編集作業
　・令和７年度：基礎的データのまとめ、遺物実測・トレース、「遺構編」刊
行
　・令和８年度：遺物実測・トレース、原稿作成、版下作成
　・令和９年度：編集作業、「遺物編」刊行【出島復元整備室】

【世界遺産室】
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事業年度

7

事業年度

7

事業概要

【文化財課】

【文化財課】

○日本の近代化に貢献したシーボルトを顕彰するため、シーボルト記念館を運
営し、常設・企画展示等を実施して市民や訪問客の観覧に供する。令和4年度
においては、シーボルトの来日から200年にあたる令和５年度に実施予定の記
念事業について、事業の円滑な推進、内容の充実及び趣旨の周知徹底を図るた
め、実行委員会総会及び幹事会を開催し、事業の時期・内容について検討を行
う。

歴史文化に対する市民意識を高め、その魅力を発信しますＡ１－２個別施策

主要事業名
【所管課】

取組方針 1

長崎の歴史文化が 市民に学ばれ、親しまれ、国内外に発信されている。

歴史文化の情報発信・理解促進

2025年度にめざす姿

歴史民俗資料館運営事業

【世界遺産室】

ながさき歴史の学校事業

【文化財課】

主要事業名
【所管課】

【長崎学研究所】

「明治日本の産業革命遺
産」推進事業 ○「明治日本の産業革命遺産」の構成資産を有する関係自治体と連携して周知

啓発、世界遺産観光ガイド人材の育成等を行う。
経済再生

【世界遺産室】

「長崎と天草地方の潜伏キ
リシタン関連遺産」推進事
業

○「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産や関連資産である
重要文化的景観「長崎市外海の石積集落景観」の重要な構成要素の保存管理及
び周知啓発等を行う。

事業概要

長崎学研究所開所10周年記
念事業

○長崎学研究所開所10周年を契機として、市民や内外の研究者とともに、これ
までの長崎学研究の歩みと長崎学研究所の取組みを振り返り、これからの長崎
学を展望することを目的として記念事業を実施する。

【文化財課】

【文化財課】

シーボルト記念館運営事業

歴史文化博物館運営事業

○歴史や文化遺産への理解を深めるため、様々な形で市民が文化財に親しめる
機会を提供する。
　・新指定等の文化財説明板・誘導板の設置
　・文化財サポーターとの協働による文化財維持活動

文化財普及啓発事業

重点プロ
ジェクト

重点プロ
ジェクト

意　図

○長崎市の歴史資料及び民俗資料を収集保存し、その利用を図るとともに、資
料に関する調査研究を行うため、歴史民俗資料館を運営し、常設・企画展示等
を実施して市民や訪問客の観覧に供する。

対　象

○長崎の歴史について、だれもが気軽に学べ、お互いに教え合える学びの場を
作るため、協力団体と協働しながら、「ながさき歴史の学校」を運営し、各種
講座を開催する。

○長崎文化・学術の発展に寄与するため、近世海外交流史を中心とした長崎の
歴史と文化を一覧できる「長崎歴史文化博物館」の運営を県と共同で行う。
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事業年度

7

事業年度

7

事業年度

7

2025年度にめざす姿

対　象 意　図

景観や自然など地域の個
性が

個別施策 Ａ１－３ 地域の景観や自然などの個性を守り、みがき、活かします

取組方針 2 公共空間のデザイン向上

主要事業名
【所管課】

事業概要

【景観推進室】

屋外広告物対策事業 ○屋外広告物及び屋外広告業について、良好な景観の維持及び公衆に対する危
害を防止するため、屋外広告物条例に基づく規準等により許可・指導を行う。

【景観推進室】

ながさきデザイン会議
＜※再掲：取組方針２＞

○地域の景観の特徴を活かした質の高いデザインとするため、公共事業及び民
間事業の大規模な建築物等において、計画段階から建築、土木、色彩、デザイ
ンの専門家によるデザインや色彩等に関する助言・指導を行う。

景観推進事業
＜※再掲：取組方針２＞

○長崎の歴史や文化、自然とが調和した魅力ある景観づくりを推進するため、
公共事業及び民間事業の大規模な建築物等において「ながさきデザインアドバ
イザー」や「景観専門監」等の専門家によるデザインや色彩等に関する助言・
指導を行うとともに、市民等に景観の形成に関する普及及び啓発に係る講演
会、イベント等を行う。【景観推進室】

主要事業名
【所管課】

事業概要

【景観推進室】

【景観推進室】

景観推進事業
＜※再掲：取組方針１＞

主要事業名
【所管課】

事業概要

取組方針 1 良好な景観形成に係る助言・指導

歴史的風致維持向上推進事
業
＜※再掲：Ａ２-１＞

○特色ある歴史・伝統を反映した人々の活動と歴史的建造物が一体となって織
りなす良好な市街地の環境である「歴史的風致」の維持及び向上を図るため、
長崎市歴史的風致維持向上計画の進捗管理、法定協議会の運営、地域への支援
等を行う。
　・令和元年度　　：歴史的風致維持向上計画の策定
　・令和２～３年度：重点区域歴史まちづくり計画及び実施計画の策定
　・令和４年度以降：重点区域歴史まちづくり実施計画の策定及び進捗管理
　・令和５年度以降：長崎市歴史的風致維持向上計画の進捗管理

取組方針 3 地域の魅力向上

歴史的風致環境整備事業
＜※再掲：Ａ２-１＞

○長崎市歴史的風致維持向上計画の重点区域である東山手・南山手区域におい
て、地域主体の長崎居留地歴史まちづくり協議会と連携し、地域住民の暮らし
の充実と賑わいの創出を図るため、文化財の保存・活用と周辺環境の整備を行
う。
　・令和４年度：景観まちづくりガイドライン策定、景観支障物件の除却
　・令和５年度：景観支障物件の除却、案内・誘導サイン整備、広場の実施
                       設計委託
   ・令和６年度以降：広場整備工事、案内・誘導サイン整備
   ・令和７年度：広場整備工事

【景観推進室】

重点プロ
ジェクト

【まちなか事業推進室、景
観推進室】

ながさきデザイン会議
＜※再掲：取組方針１＞

○地域の景観の特徴を活かした質の高いデザインとするため、公共事業及び民
間事業の大規模な建築物等において、計画段階から建築、土木、色彩、デザイ
ンの専門家によるデザインや色彩等に関する助言・指導を行う。

○長崎の歴史や文化、自然とが調和した魅力ある景観づくりを推進するため、
公共事業及び民間事業の大規模な建築物等において「ながさきデザインアドバ
イザー」や「景観専門監」等の専門家によるデザインや色彩等に関する助言・
指導を行うとともに、市民等に景観の形成に関する普及及び啓発に係る講演
会、イベント等を行う。

重点プロ
ジェクト

重点プロ
ジェクト

守られ、みがかれ、活かされている。
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対　象

訪問客・事業者・市民
が

事業年度

7

【観光政策課】

長崎くんち資料館整備検討
事業 ○長崎くんちの魅力を伝えるための「長崎くんち資料館」の設置について検討

する。
【観光政策課】

【観光交流推進室】

長崎ランタンフェスティバ
ル事業共催費負担金

○旧暦の１月１日にあわせ15日間にわたりランタン、大型オブジェなどによる
装飾やイベント、長崎に息づく中国文化・歴史、多様な食等を楽しむことがで
きる、長崎ランタンフェスティバルの開催に係る負担金を支出する。

基本施策 Ａ２
交流のための都市機能を高め、賑わいを創出し、観光まちづくりを
進めます

2025年度にめざす姿

意　図

交流を通して、ともに満足している。

取組方針 1 長崎独自の歴史・文化、景観の活用

長崎〇〇ＬＯＶＥＲＳプロ
ジェクト

〇長崎市民のシビックプライドを高めるとともに、域外の新たな長崎ファンや
来訪者の増加を図るため、市民をはじめとする長崎市に関わる方々の声を集め
て、長崎の日常の魅力を発信する取組みを推進する。【長崎創生推進室】

個別施策 Ａ２－１ 観光資源を磨き、魅力あるコンテンツを創造します

2025年度にめざす姿

対　象 意　図

観光資源が 磨かれ、魅力あるコンテンツとして活用されている。

重点プロ
ジェクト

主要事業名
【所管課】

事業概要

観光資源魅力推進事業 ○「長崎さるく」を推進し、“まち歩きのまち長崎”として定着させるため、
まちなか等に設置する説明板や石碑の設置・管理など、必要な環境整備を行
う。

夜間景観整備事業
○夜景の更なる魅力向上を図るため、環長崎港夜間景観向上基本計画に基づ
き、夜のまち歩きを楽しむための「中・近景の夜間景観づくり」や視点場から
見る夜景の魅力を高めるための「遠景の夜景みがき」として、観光施設等のラ
イトアップや街路灯などの夜間景観の整備及び維持管理を行う。

世界・日本新三大夜景推進
事業

〇世界新三大夜景に認定された長崎の夜景の魅力を発信し、国内外からの訪問
客の誘致を図るため、夜景サミットへ参加や、日本新三大夜景に認定されてい
る横浜市及び北九州市と連携し、プロモーションを実施する。

【観光政策課】

まちなか再生推進事業

○歴史的な文化や伝統に培われた長崎の中心部である「まちなか」の賑わいの
再生を図るため、５つのエリアの個性や魅力を顕在化し、回遊性を高める取り
組みを地域や企業等と連携しながら進める。
　・令和５～７年度：各エリアの魅力向上への継続的な取組み、各集客拠点
　　からまちなかエリアへ人が流れる環境づくり、民間事業者のまちづくり
　　活動への支援及び新たに参画する事業者の発掘・支援【まちなか事業推進室】

長崎さるく推進事業
○長崎のまちあるき「長崎さるく」の情報を一元的に発信する。また、長崎を
訪れる修学旅行生に対して平和・歴史学習ガイドを行う「ながさき平和・歴史
ガイド」の運営に併せて、ガイドの拡充を図ることで平和観光都市としての受
け入れを推進する。

【観光交流推進室】

【景観推進室】

9



事業年度

7

経済再生

【観光交流推進室】

長崎ペンギン水族館施設整
備事業

○長崎ペンギン水族館において、利用者の利便性・快適性を向上しより魅力あ
る施設とするため、経年劣化している設備の改修を含む施設整備を行う。ま
た、施設の老朽化により令和13年度（築30年）以降に生じる施設の大規模な
改修や更新によるコスト増を見据え、水族館の今後のあり方を検討する。

観光地域づくり推進事業 ○訪問客の誘致促進のため、ＤＭＯにおいて、滞在型の新しい旅のスタイルの
創造や食と体験を組み合わせたコンテンツなど長崎ならではの魅力あるコンテ
ンツを造成する。

【水産農林政策課】

長崎くんち踊り会場運営事
業 ○長崎くんちを多くの市民、訪問客に観覧していただくため、長崎くんちの踊

り会場として、中央公園会場、湊公園会場等を設置する。

主要事業名
【所管課】

事業概要

【観光政策課】

観光施設整備事業
ペーロン体験施設 ○牧島ペーロン体験施設をはじめ、市内ペーロン体験施設利用者が施設を安全

で快適に利用できるよう、適切な維持・管理を行う。

【長崎学研究所】

長崎学調査研究事業

○長崎学研究所を拠点として、関係団体等との連携を図りながら、長崎学に係
る調査研究、普及啓発、後継者育成を推進する。
　・長崎学研究所紀要「長崎学」の刊行
　・長崎学ネットワーク会議の開催
　・長崎学ネットワーク会議公開学習会の開催
　・長崎学研究発表会の開催
　・長崎学児童研究コンクールの開催

取組方針 2 多様な分野における魅力の創出

【観光交流推進室】

【景観推進室】

歴史的風致環境整備事業
＜※再掲：Ａ１-３＞

○長崎市歴史的風致維持向上計画の重点区域である東山手・南山手区域におい
て、地域主体の長崎居留地歴史まちづくり協議会と連携し、地域住民の暮らし
の充実と賑わいの創出を図るため、文化財の保存・活用と周辺環境の整備を行
う。
　・令和４年度：景観まちづくりガイドライン策定、景観支障物件の除却
　・令和５年度：景観支障物件の除却、案内・誘導サイン整備、広場の実施
　　　　　　　　設計委託
　・令和６年度：広場整備工事、案内・誘導サイン整備
   ・令和７年度：広場整備工事

重点プロ
ジェクト

【まちなか事業推進室、景
観推進室】

歴史的風致維持向上推進事
業
＜※再掲：Ａ１-３＞

○特色ある歴史・伝統を反映した人々の活動と歴史的建造物が一体となって織
りなす良好な市街地の環境である「歴史的風致」の維持及び向上を図るため、
長崎市歴史的風致維持向上計画の進捗管理、法定協議会の運営、地域への支援
等を行う。
　・令和元年度　　：歴史的風致維持向上計画の策定
　・令和２～３年度：重点区域歴史まちづくり計画及び実施計画の策定
　・令和４年度　　：重点区域歴史まちづくり実施計画の策定及び進捗管理
　・令和５年度以降：長崎市歴史的風致維持向上計画の進捗管理
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事業年度

7

事業年度

7

○長崎市におけるコンベンション開催に向けた環境を整え、開催の促進を図る
ため、コンベンションの主催者に対し開催に係る経費の一部を補助する。

個別施策 Ａ２－２ 戦略的な魅力発信と誘致活動を推進します

○ＤＭＯ、出島メッセ長崎の施設運営者等と連携し、一元化したセールス情報
に基づく戦略的な誘致活動を行う。

ターゲット毎のニーズに応じた情報を発信し、訪問客数が増
加している。

取組方針 1 戦略的な魅力発信

観光客誘致推進事業

重点プロ
ジェクト

経済再生

重点プロ
ジェクト

経済再生

【観光交流推進室】

○本市への訪問客誘致の推進に寄与するため、市にゆかりのある方と連携した
ＰＲやフィルムコッションへの支援等の取組みを実施し、「国際観光文化都市
長崎」の魅力を発信する。
○外国人観光客の誘客のため、民間事業者と連携してテレビ番組を活用し、長
崎市の観光コンテンツの放映を行う。

経済再生

【観光交流推進室】

主要事業名
【所管課】

事業概要

主要事業名
【所管課】

事業概要

観光地域づくり推進事業

○ＤＭＯにおいて、長崎市観光マスターブランド（※）を柱とした一貫性のあ
る戦略的な誘客プロモーションを継続的に実施し、四季折々の食やイベント、
長崎ならではの楽しみ方等を紹介することで、長崎市への訪問意向を喚起す
る。また、デジタル技術を活かした一元的な情報収集・発信、訪問客の趣味・
嗜好に合わせたサービスを提供する。
※長崎市の観光振興における最上位のブランドで、コンセプト（概念）やシン
ボルマーク、プロモーションフレーズ等からなる。【観光交流推進室】

【観光交流推進室】

ＭＩＣＥ推進事業

○2025年開催の大阪・関西万博を契機に、西日本・九州の自治体間の広域連
携を推進することで長崎へのインバウンド誘客を図り、交流人口の拡大を目指
す。
○海外ワーケーションなど新たなインバウンドのニーズに対応するため、関係
自治体及び民間事業者と連携を図り、さらなる誘客に取り組む。

インバウンド広域連携誘致
推進事業

取組方針 2 ＭＩＣＥ誘致における連携強化

【観光交流推進室】

コンベンション開催費補助
金

2025年度にめざす姿

対　象 意　図

ＤＭＯが
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事業年度

7

事業年度

7

重点プロ
ジェクト

取組方針 1

2025年度にめざす姿

対　象 意　図

全ての訪問客が 安全安心・快適に滞在できている。

長崎駅周辺土地区画整理事
業

交流のための都市機能の向上

【長崎駅周辺整備室】

長崎港クルーズ客船受入委
員会負担金

○効果的なクルーズ振興、観光・物産振興及び長崎港に来港したクルーズ客船
の乗員・乗務員の満足度向上のため、長崎港クルーズ客船受入委員会に負担金
を支出する。

○第２期バリアフリー基本構想及び第２期バリアフリー特定事業計画（令和４
年度策定予定）に基づき、関係機関と連携をとりながらバリアフリー特定事業
の推進を図る。

バリアフリー特定事業の推
進
＜※再掲：Ｅ６-１、Ｅ６-
２、Ｅ７-１、Ｅ７-２＞

【土木企画課】

【観光交流推進室】

個別施策 Ａ２－３ 交流のための都市機能を高め、安全安心・快適な滞在環境づくりを推進します

観光客受入環境整備事業

九州新幹線西九州ルート推
進事業

○九州新幹線西九州ルートの全線フル規格での整備を促進するため、沿線５市
で連携し、政府、関係省庁、関係国会議員、関係団体等への要望活動を実施す
る。また、西九州新幹線の利用促進に向けたイベント等を実施する。
　・令和６年度～：九州新幹線西九州ルート整備促進の要望活動
　　　　　　　　　西九州新幹線の利用促進に向けたイベント等の実施

取組方針 2

【長崎駅周辺整備室】

○鉄道施設の受け皿及び都市基盤施設の整備を図る。
　・施行地区：尾上町、大黒町、八千代町及び西坂町の一部
　・施行面積：約19.1ｈａ
　・事業期間：平成21～令和10年度
　・公共施設：道路５路線、広場３箇所

松が枝周辺地区整備事業

○松が枝国際観光船埠頭の２バース化に合わせた港と南山手地区の一体的なま
ちづくりにより、２バース化による賑わいを南山手地区に取り込むことやク
ルーズ客と市民との新たな交流を創出するため、岸壁背後地にエントランスと
なる歩行者空間等を整備し、港と南山手地区の回遊性を高め、港への眺望を確
保するもの。
　・事業区域：浪の平町及び小曽根町の一部
　・事業期間：令和７年度～
　・事業内容：エントランス空間等整備　Ａ=約0.21ｈａ【都市計画課】

主要事業名
【所管課】

事業概要

街路事業（長崎駅東通り
線）

○一般国道202号を補完する南北軸の道路として、長崎駅周辺地区における幹
線道路網を形成する。
　・事業区域：宝町及び幸町の一部
　・事業期間：令和元～８年度
　・事業内容：Ｌ=60ｍ、Ｗ=14ｍ

主要事業名
【所管課】

事業概要

総合観光案内所運営事業

〇観光情報はもちろんのこと、宿泊や飲食、二次交通情報など、様々な情報が
ワンストップで提供できるよう運営を行う。
〇訪日外国人旅行者にも円滑に長崎観光を満喫いただけるよう、常時、多言語
での対応を可能とする人員を配置する。
○松が枝国際観光船埠頭の２バース化などの新たなニーズも見据え、ハード
面、ソフト面の両面から観光案内機能の強化を図る。【観光政策課】

○国内外の訪問客が一人で訪れた際も安心して、快適に滞在・周遊を楽しむた
めのストレスフリーの環境整備を行う。
○オーバーツーリズム対策として、大型客船の入港時や、イベント実施時など
に、混雑が予想される場所に警備員を配置する。

重点プロ
ジェクト

経済再生

【長崎駅周辺整備室】

安全安心で快適な滞在環境づくりの推進

経済再生

【観光交流推進室】

世界遺産観光客受入態勢整
備事業

○世界遺産「明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業」及び
「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産等を訪れる訪問客の
円滑な受入態勢を整備する。

【観光政策課】
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花のあるまちづくり事業
＜※再掲：Ｄ３-１＞ ○安らぎと潤いのある生活環境の創造と魅力的な観光都市づくりを目指して、

年間を通して楽しめる四季折々の花を主要な観光ルートや道路植樹帯に植栽
し、回遊性を高める。【地域整備１・２課、各総

合事務所地域整備課】

岩原川周辺環境整備事業
○長崎駅周辺からまちなかへの回遊性向上を図るため、都心の貴重な水辺であ
る岩原川の周辺において、安全で快適な歩車道の整備を行う。
　・事業期間　　　 　  ：平成25～令和10年度
　・平成25年度　　     ：実施設計
　・平成26～令和10年度：建物調査、建物補償、工事など

【地域整備２課】
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事業年度

7

事業年度

7

観光地域づくり推進事業
○ＤＭＯにおいて、ＤＸに対応したワンストップによる観光マーケティングの
仕組みを構築するとともに、マーケティングデータ等の分析結果や抽出した課
題等を関係団体や事業者と共有するためのセミナーやワークショップを開催
し、観光まちづくりの推進体制を強化する。【観光交流推進室】

取組方針 1 観光客やＭＩＣＥ参加者等の周遊・滞在の促進による消費拡大

経済再生

主要事業名
【所管課】

事業概要

観光地域づくり推進事業
○ＤＭＯにおいて民間事業者と連携し、観光客やＭＩＣＥ参加者等の周遊・滞
在の促進、消費拡大を図るため、ユニークベニューや体験コンテンツを拡充す
るとともに、ＤＭＯにおけるワンストップ機能を向上させ、市内事業者の収益
力向上につなげるための仕組みを確立する。【観光交流推進室】

取組方針 2 観光まちづくりの推進体制強化

経済再生

重点プロ
ジェクト

主要事業名
【所管課】

事業概要

個別施策 Ａ２－４ 観光・ＭＩＣＥ関連産業を活性化します

2025年度にめざす姿

対　象 意　図

多様な関係者が 観光まちづくりへ参画し、稼ぐ力が向上している。

重点プロ
ジェクト
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対　象

市民が

事業年度

7

事業年度

7

事業年度

7

取組方針 3 国際的に活躍できる人材の育成

子どもゆめ体験事業
＜※再掲：取組方針２＞

○現地の人々との交流を通じて「個性輝く世界都市」としての人的ネットワー
クを拡大するとともに、文化・週間等を肌で感じることにより、国際性を有す
るグローバルな人材の育成を図るため、次世代を担う長崎の子どもたちを姉妹
都市・市民友好都市に派遣する。
・令和７年度：セントポール市（アメリカ）【国際課】

国際交流推進事業 ○市民、特に次世代を担う青少年が異文化理解を深め、自主的・主体的な国際
交流への取組みを行う契機とするため、外国の文化を学んだり、体験したりす
ることができる国際理解講座や国際交流イベントを実施する。【国際課】

国際交流員招致事業 ○語学力や出身国についての知識や情報を活かして、市民や本市職員の国際感
覚を養い本市の国際化の推進を図るため、国際交流員を任用する。

【国際課】

基本施策 Ａ３ 国際性を豊かにします

2025年度にめざす姿

意　図

文化の違いを理解し、世界の人と活発に交流している。

取組方針 1 国際交流の機会と内容の充実

主要事業名
【所管課】

事業概要

個別施策 Ａ３－１ 国際交流・国際理解の機会の充実を図ります

2025年度にめざす姿

対　象 意　図

市民が 国際交流を体験し、国際的な理解を高めている。

重点プロ
ジェクト

取組方針 2 姉妹都市等の情報提供と市民交流の支援等

主要事業名
【所管課】

事業概要

子どもゆめ体験事業
＜※再掲：取組方針３＞

○現地の人々との交流を通じて「個性輝く世界都市」としての人的ネットワー
クを拡大するとともに、文化・週間等を肌で感じることにより、国際性を有す
るグローバルな人材の育成を図るため、次世代を担う長崎の子どもたちを姉妹
都市・市民友好都市に派遣する。
・令和７年度：セントポール市（アメリカ）【国際課】

都市提携及び親善交流事業 ○姉妹（友好）都市、市民友好都市及び国際交流に係る団体等と交流を深め、
都市間ネットワークを強化する。【国際課】

主要事業名
【所管課】

事業概要

重点プロ
ジェクト

重点プロ
ジェクト

セントポール市姉妹都市提
携70周年記念事業

○日本初の姉妹都市提携であるアメリカ・セントポール市との姉妹都市提携が
70周年を迎えることから、相互に公式訪問団を派遣し、更なる関係強化と交流
促進につなげる。【国際課】

福州市友好都市提携45周年
記念事業

○福州市との姉妹都市提携が45周年を迎えることから、相互に公式訪問団を派
遣するとともに、福州市で開催されるドラゴンボート大会への選手団の派遣、
青少年の派遣交流などを通じて更なる関係強化と交流促進につなげる。【国際課】
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事業年度

7

事業年度

7

事業年度

7

事業年度

7

取組方針 1 多言語による情報提供の充実

留学先としての質の向上を図り、魅力を高めます

2025年度にめざす姿

意　図

外国人住民が 暮らしやすい環境になっている。

個別施策 Ａ３－２ 外国人住民が暮らしやすい環境づくりを進めます

2025年度にめざす姿

対　象

留学生支援・連携事業 ○留学生が自らの力を活かすとともに、市民の異文化理解や多文化共生にも寄
与することができるよう、市主催の国際交流イベントなど様々な機会をとらえ
留学生との協働に取り組む。

【国際課】

多文化共生推進事業 ○外国人住民の生活利便性を向上させるため、「外国人のための生活ガイド」
やホームページ、フェイスブックでの４ヶ国語による行政、イベント等の情報
提供を行う。

【国際課】

多文化共生推進事業 ○外国人住民の生活利便性を向上させるため、長崎市国際ボランティアによる
初級日本語講座の実施や日本文化体験等のイベントを開催する。

【国際課】

取組方針 2 生活支援と市民との交流機会の充実

取組方針 1 産学官が一体となった各種支援策への一元的な取組み

取組方針 2 外国人留学生との協働

事業概要

個別施策 Ａ３－３

重点プロ
ジェクト

重点プロ
ジェクト

主要事業名
【所管課】

事業概要

主要事業名
【所管課】

事業概要

主要事業名
【所管課】

事業概要

留学生支援・連携事業 ○大学等のグローバル化に併せ、学生数の増にもつながる留学生の増加を図る
ため、産学官が一体となって設立した「長崎留学生支援センター」の活動を中
心に、留学生の各種支援策に一元的に取り組む。

【国際課】

主要事業名
【所管課】

対　象 意　図

外国人留学生が
長崎留学の魅力を見出すとともに、充実した留学生活を送っ
ている。

重点プロ
ジェクト

重点プロ
ジェクト
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